
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書
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注１餓当する□には、レ印を記入してください。特定１F難行以外の'11F寵行の力はし印の艇人1ｔｲ<婆です。

２「農iWi年度」とは3十両期間の前年度を、「目標年度」とは01}画l01IIllの峨終年度を、「観告年度」とは`汁IllUi期llIlのうち、今１回l報lIfの対象となる年度をいいます。

３「蒋業所惇排出区分」とは東梛府内の事業所尋の事業活動のためのエネルギーの使川に伴い姥11畠する温室効果ガスを、「輪送'１[iUbj排1Ⅱ区分」とは自動１１〔運送11F業者についてI士使用U)仁拠の位腫をﾙ〔都府内とする1t[ＩＬｉ
の排出する温室効果ガスを、鉄道平業者については保有する貨物'に両又は旅客躯ii1iの排Ill-J-る温室効果ガスを．「その他排出区分」とは｣二妃以外の京都府内における螂藁所等の`|｢業iili1lihに伴い紐４にする鰹察効果ガス
をいいます.'

４「原単位当たりの温室効果ガス排出1ft等」の「用途区分」には、○○工場、、､務所ｵＥどの用途を記入してください「１爪町１位の指標」には、分子の「二酸化炭素換騨」のＦに分母となる桁標（生産数lilE、延べ床Ihi
欄、走行距離等）を記入してください。

５「その他の地球温暖化対策による温室効果ガスの削減lil[等」のうち「森林の保全及び整蝋」の111標年度（il}画）」欄には計闘期I#１中の目標の累計を．「報告年度（実織）」欄には笈繊の累計を組入してください，

６「特記事項」には、平成２年度（１９９０年度）を雑噸とした排出魅の対比や、省エネ製&;''111発など他者の温室効果ガス排出､ｌ減への貢献、グリーン綱達の採用、特定フロンなどの条例術定外の温室効果ガスの削減
などを記入してください。

住所（法人にあっ
ては、主たる211:勝

所の所在地）
京都市伏見区日野西風呂町５番地

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代

災行の氏ｲﾉi）
医療法人新生十全会理事長赤木博

事業者の主たる
業種 病院

該当する事業者
要件 lジ京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

…京都府地球温暖化対策条例施行規則第１０条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針

平成１９年度を基準にして、計画期間中に５％以上の温室効果ガス排出量の削減を目指弓'-．

推進体制
事務局を中心とし、各部署との連携を図り温暖化対策に取組灯。

環境マネジメントシステム名称

適用範囲

取得年月日

年度ごとの具体
的な取組及び槽
置の状況

年度

２０～2２ 

２０～2２ 

20～2２ 

設備、対象、工程等

電力

ガス

ガソリン/Ａ重油

措置内容

引続き共有部分の間引き、休憩時間、不在時の消灯徹底

空調機器の運転スケジュール、設定温度の厳守（臨機応変に対応）、不在時の機器停止

アイドリングストップの実施向上、低燃費車両の使用/設備の老朽化を事前に阻止し、エネルギー効率を維持する。

温室効果ガスの

排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実績）

（１９）イド度
(二鹸化炭撚換算）

目標年度（計画）

(２２）（F度
(二鹸化炭猴換算）

増減率
(計画）

報告年度（実績）

(２２）年度
(二鹸化炭楽換徽）

増減率
(実績）

8,190.0ｔ ７，７８１．０ｔ -5.0％ 8,405.1ｔ 2.6‘)(， 

ｔ ｔ (%、 ｔ `X、

ｔ ｔ 1%》 ｔ (X， 

＊Ｉ ８，１９０．０ｔ ＊２ ７，７８１．０ｔ -5.0‘X， ＊．Ｉ 8,405.1ｔ 2.6‘X， 

基準年度に比べ増となった要因として、夏季の猛暑の影響によるものと考えられるが、設定温度の徹底及び運転スケジュー
ルの管理、その他の省エネ活動により微増に抑えられたと`思う。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

病院
二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 珊減率（`ilDIIi） 報告年度（実績） 墹減率（戈絨）

0.168ｔ-CO2/㎡ 0.160ｔ-CO2/㎡ -4.9《X， 0.173ｔ-CO2/㎡ 2.7‘X， 

Ｗ， (X， 

11<、 IXD 

基準年度に比べ増となった要因として、夏季の猛暑の影響によるものと考えられるが、設定温度の徹底及び運転スケジュー
ルの管理、その他の省エネ活動により微増に抑えられたと思う。

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの

削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画）
取組&it禅 (二醗化炭楽換算）

(幣備iii積） hａ (吸収 ｔ 

(ﾄﾞﾘ用 1，．． (Iｸﾞﾘ減liI［） ｔ 

(充溢 kwｈ (ﾊﾞﾘ減駄） ｔ 

(熱供給雌） GＪ (ﾊﾞﾘ減 ｔ 

(ij像入職） kwｈ (１１ﾘjMUil） ｔ 

(１１M入lot） ｔ (('１減 ｔ 

ｔ ＊：Ｉ 

報告年度（実績）

取剥llit等 (二確化炭索換算）

(艘備iIiiIiIl） hａ (吸収 ｔ 

(fIl1IWit） 1，．． (IDiI減 ｔ 

(だ施駄） kwｈ (ﾊﾞﾘ減 ｔ 

(熱供給 (llI減１ht） ｔ 

(鯛人lilJ kwｈ (ﾊﾞﾘ減1代） ｔ 

(職人1A） ｔ (ﾊﾞﾘ減１１ｔ） ｔ 

＊５ ｔ 

差引排出量

(排出合計一ＩＰＩﾘ減騨合計）

基準年度（実績）

＊１ ８，１９０．０ｔ 

目標年度（計画）

仲２１K．3１７，７８１．０ｔ

1W減率（iil･iMIi）

-5.0％ 

報告年度（実績）

(＊･Ｉ）‐（＄５） 8,405.1ｔ 

墹減率（戈紙）

2.6％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

駐車場でのアイドリング停止の啓蒙（外来者、職員）

特記事項

基準年度（１９年度）は、Ｈ棟（2680㎡）稼動前の実績となっており、Ｈ棟稼動後でも微増で抑えられているのは、省エネ効果によるものであると考え
る ０ 


